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     ＳEINO SHINKIN BANK  

                                   

  

地元企業の景気動向調査（第２９回）                 
 

  

                ■   調  査  要  領  ■ 

 

１． 調査目的      

       瑞穂市、本巣市、揖斐郡、本巣郡内の中小企業を対象とした景気動向の把握 

２． 調査対象 

     上記の地域内の取引先中小企業  242 社 

３． 調査時期、期間 

調査時期   2010 年   3 月 

調査期間   今期実績   2010 年 1 月 ～ 3 月 （10 年 1－3 月期） 

来期見通し  2010 年 4 月 ～ 6 月 （10 年 4－6 月期） 

４． 回答状況   

回答企業数  198 社   （回答率 81.8 ％） 

 

５． 回答企業の業種構成及び平均社員数等   

       

      

　　業　種 回答企業（社） 構成比 平均社員数（人） 平均パート数（人）

　製造業 49 24.7% 9.8 4.8

　建設業 56 28.3% 16.2 1.2

　卸売業 10 5.1% 15.7 9.6

　小売業 42 21.2% 7.9 5.1

　不動産業 9 4.5% 4.0 0.2

　ｻｰﾋﾞｽ業 32 16.2% 8.0 2.2

　　　計 198 100.0% 11.0 3.5

 

   

６．調査項目と結果の見方について 

・調査項目 （景況感、売上高、収益、仕入価格、受注残、設備投資） 

･調査方法として各調査項目についての判断調査としＤⅠ(ディフュージョンインデックス)により景気動向 

を判断した。 

     ＤⅠ＝（好転・増加・上昇を選んだ企業数の割合）－（悪化・減少・下降を選んだ企業数の割合） 
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          ■ 調 査 結 果 の 概 要 ■ 

 

       景況ＤⅠは 22.8 ポイントの大幅な改善となる。 

 

１．景況判断 

今期（2010 年 1－3 月期）の景況判断ＤⅠは、好転したとする企業の割合は 11.2％、悪化したとする

企業の割合は 33.2％となった。この結果、景気に対する企業の景況感を表す景況ＤⅠは前期（09 年

10－12 月期）比、22.8 ポイント改善して△22.0 となった。製造業、建設業、小売業、サービス業で売上

高、収益が増加した企業が増え、全業種の景況ＤⅠはリーマン・ショック時（08 年 9 月）の水準を上回る

までに改善した。 

業種別の景況ＤⅠは、不動産業が 38.8 ポイント改善して△11.2、製造業は 34.4 ポイント改善して△

16.6、小売業は 33.8 ポイント改善して△28.7、卸売業は 30.0 ポイント改善して 0.0、サービス業は 12.8

ポイント改善して△43.7、建設業は 8.4 ポイント改善して△14.6 となった。 

来期（10年4－6月期）の予想ＤⅠは小幅な悪化となったが、業種間にばらつきがあり景況感はおお

むね横ばいと見ている。 

好転(%) 悪化(%) Ｄ  Ｉ 増減(1) ＤⅠ 増減(2)

製造業 16.7 33.3 -16.6 34.4 -25.0 -8.4

建設業 12.7 27.3 -14.6 8.4 -30.9 -16.3

卸売業 20.0 20.0 0.0 30.0 10.0 10.0

小売業 7.1 35.8 -28.7 33.8 -14.4 14.3

不動産業 22.2 33.4 -11.2 38.8 0.0 11.2

ｻｰﾋﾞｽ業 0.0 43.7 -43.7 12.8 -45.2 -1.5

(全業種） 11.2 33.2 -22.0 22.8 -24.7 -2.7

来　期　予　想今          期
　業　種

 

注）１．増減（１）＝ 今回ＤⅠ－前回ＤⅠ     2． 増減（２）＝ 予想ＤⅠ－今回ＤⅠ     

3．増減がプラスのときは景気が回復局面、マイナスのときは後退局面を表す。 

                       

景況ＤⅠの推移（総合） 
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 景況ＤⅠの推移（業種別） 
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２．業種別の状況 

 

  （１）製造業 

今期の製造業は、売上高ＤⅠは 18.4 ポイント改善して△32.6、収益ＤⅠは 19.9 ポイント改善して

△38.7 となり、景況ＤⅠは 34.4 ポイント改善して△16.6 となった。一方、仕入価格ＤⅠは 15.7 ポイン

トの悪化（上昇）となりＤＩはプラス 2.1 となった。 

来期については売上高、収益とも引き続きに改善が予想され、穏やかな景気の回復局面が続くと

見ている。 

               

製造業　Ｄ Ｉ の推移
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（２）建設業 

      今期の建設業は、売上高ＤⅠが 11.8 ポイント改善して△7.3、収益ＤⅠは 0.2 ポイント悪化して△

27.3 となった。景況ＤⅠは 8.4 ポイント改善して△14.6 となった。仕入価格ＤⅠは 17.4 ポイント悪化（上

昇）して 9.2 となった。受注残においては、増加した企業は 18.0％、減少した企業は 38.0％で、ＤⅠは

△20.0 となり前期（09 年 12 月期）に比べ大幅な減少となった。 

来期は季節的要因の影響から、売上高、収益とも悪化を予想すると見ている。 

    

建設業　Ｄ Ｉ の推移
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（３）卸売業 

      今期の卸売業は、売上高ＤⅠが 20.0 ﾎﾟｲﾝﾄ悪化して△40.0、収益ＤⅠは 20.0 ポイント悪化して△

30.0 となった。仕入価格ＤⅠは横ばいで変化なく、景況感は 2 期連続して改善となった。 

来期の予想では、売上、収益とも改善に転じて、景況感の回復局面は続くと見ている。 

 

    

卸売業　Ｄ Ｉ の推移
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（４）小売業 

今期の小売業は、売上高ＤⅠが 14.8 ポイント改善して△21.5、収益ＤⅠは 1.9 ポイント悪化して△38.2

となった。景況感も 33.8 ポイントの大幅な改善となり△28.7 となった。また、仕入価格ＤⅠは 13.2 ポイント

の悪化（上昇）となり 7.1 となった。売上高が増加したとする企業割合は 19%(前期は 9％)に上昇した。 

来期の予想では、改善傾向は緩やかに持続すると見ている。 

                                                                                                                                                                                               

    

小売業　Ｄ Ｉ の推移
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（5）サ－ビス業 

      今期のサービス業は、売上高ＤⅠは 29.7 ポイント改善して△31.2、収益ＤⅠは 17.3 ポイント改善し

て△43.6 となり、景況ＤⅠも 12.8 ポイント改善して△43.7 となった。仕入価格ＤⅠは 7.7 ポイント悪化

(上昇)してプラス 3.3 となった。 

来期の予想では、売上高ＤⅠ、収益ＤⅠともほぼ横ばいと見ている。 

 

サービス業　Ｄ Ｉ の推移
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    （６）不動産業 

 今期の不動産業は、売上高ＤⅠが 17.8 ポイント改善して△22.2、収益ＤⅠは 3.4 ポイント悪化して△

33.4 となった。景況ＤⅠは 38.8 ポイント改善し△11.2 となった。仕入価格ＤⅠは 22.2 ポイント改善（下

落）して△44.4 となった。 

来期の予想では、売上高、収益とも大幅な改善を見込んでいる。 

   

不動産業　Ｄ Ｉ の推移
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３．設備投資の状況 

設備投資を実施した企業は 10.2％で前期を下回った。業種別には不動産業 12.5％、サービス業

12.5％、建設業 11.5％、卸売業 10.0％、製造業 8.5％、小売業 7.9％の企業で設備投資が実施された。 

来期の設備投資予定企業は、全業種で 10.9％を見込むが依然として低水準である。 

                    ＜設備投資を実施した企業割合 （％）＞ 

           ＜全業種＞ 製造業 建設業 卸売業 小売業 不動産業 ｻｰﾋﾞｽ業 

前期実績 11.3 3.9 21.3 10.0 13.3 0.0 8.7 

今期実績 10.2 8.5 11.5 10.0 7.9 12.5 12.5 

来期予定 10.9 6.5 9.3 10.0 23.5 0.0 9.4 

 

４．売上高・収益の今期と前年同期との比較について 

       前年同期との比較調査では、全業種に亘って約半数の企業で売上高が減少しており、売上高が増加し

た企業は 10～25％に留まった。売上高ＤⅠはサービス業△41.4、小売業△33.3、建設業△28.5、不動産

業△25.0、卸売業△22.2、製造業△21.8 となったが前回調査に比べＤⅠは改善傾向となった。 

    収益についても、すべての業種で減少とする企業数が増加とする企業数を上回った。 

                          ＜ 売上高・収益の対前年同期比較 ＞ 

 
売 上 高 収   益 

増加(%) 減少(%) ＤⅠ 増加(%) 減少(%) ＤⅠ 

製造業 23.9% 45.7 -21.8 21.7 47.8 -26.1 

建設業 16.1 44.6 -28.5 9.3 44.4 -35.1 

卸売業 22.2 44.4 -22.2 22.2 33.3 -11.1 

小売業 11.9 45.2 -33.3 4.9 43.9 -39.0 

不動産業 25.0 50.0 -25.0 14.3 57.1 -42.8 

サービス業 13.8 55.2 -41.4 13.3 53.3 -40.0 



　　＜揖斐・本巣地区の人口動態＞

世帯 人口 出生 死亡 差引 転入 転出 差引

瑞穂市 19,248 52,022 637 286 351 2,861 3,050 △ 189 162

本巣市 10,754 34,903 264 320 △ 56 1,353 1,381 △ 28 △ 84

北方町 6,708 18,066 205 116 89 1,095 1,099 △ 4 85

揖斐川町 8,167 24,568 136 285 △ 149 609 809 △ 200 △ 349

大野町 7,008 23,800 202 194 8 767 802 △ 35 △ 27

池田町 7,505 24,768 192 212 △ 20 774 777 △ 3 △ 23

岐阜県 730,740 2,082,792 17,434 19,620 △ 2,186 74,765 84,217 △ 9,452 △ 11,638

　　＜地域別販売電力量 ＞                                （単位：MWｈ）

電力量 前年比 電力量 前年比 電力量 前年比 電力量 前年比

電　　灯 8,947 -0.7% 13,462 5.1% 10,662 5.0% 8,692 -1.8%

電　　力 17,659 -3.4% 17,741 -0.3% 17,782 5.3% 17,154 3.7%

電　　灯 6,137 -1.1% 9,102 4.1% 7,203 3.3% 5,885 -3.8%

電　　力 23,393 -11.8% 21,964 -9.2% 22,238 -2.3% 23,998 -8.9%

電　　灯 3,207 -3.2% 4,934 6.0% 3,886 5.3% 3,223 -3.0%

電　　力 5,680 -8.3% 6,229 -1.6% 6,768 6.4% 6,323 0.2%

電　　灯 4,570 -2.0% 6,680 4.1% 5,454 1.6% 4,734 0.0%

電　　力 6,729 0.6% 7,170 5.3% 7,638 9.5% 7,101 17.4%

電　　灯 3,776 -2.5% 5,833 5.8% 4,584 2.7% 3,766 -2.2%

電　　力 7,132 -2.0% 7,141 1.3% 7,208 0.6% 6,586 -3.0%

電　　灯 3,844 -2.6% 5,791 2.8% 4,947 4.6% 4,465 4.3%

電　　力 10,056 8.4% 10,683 13.9% 10,915 26.2% 10,960 25.2%

電　　灯 74,671 -4.1% 111,942 2.9% 93,261 1.8% 80,871 -0.6%

電　　力 100,622 -2.6% 108,573 -1.2% 116,425 2.1% 107,085 1.5%

電　　灯 27,316 -3.6% 41,130 3.4% 34,787 2.0% 31,372 2.7%

電　　力 83,065 4.2% 85,853 7.2% 86,389 9.6% 85,252 8.8%

　　　(資料:岐阜県統計情報、中部電力）
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　　＜揖斐・本巣地区の建築着工件数＞

直近３ヵ月の推移

持家 貸家 計 持家 貸家 計 持家 貸家 持家 貸家 持家 貸家

瑞穂市 298 222 520 186 182 368 16 36 11 26 19 10

本巣市 170 39 209 140 71 211 11 12 4 8 10 7

北方町 69 102 171 76 27 103 3 0 3 10 7 0

揖斐川町 76 11 87 49 18 67 3 0 5 0 2 0

大野町 106 61 167 94 44 138 3 0 11 24 8 0

池田町 124 44 168 96 11 107 9 0 2 0 8 0

＜計＞ 843 479 1,322 641 353 994 45 48 36 68 54 17

   （単位：戸数）
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